
警

多
く
の
方
々
の
善
意
あ
ふ
れ

る
響
母
殺
害
時
三
丸
山
出
品
開
ど
お
り
窪
百
円
の
基
金
霊
草
戒
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
塚
市
社
会

緩
持
滋
議
会
マ
獄
、
護
金
が
ち
F

苓
祭
実
〈
駒
子
)
を
効
率
約
な
議
煎
に
よ
り
、
地
域
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ

J
T
J
活
劇
部
緊
端
会
uv
、
太
遊
泳
成
開
慌
を
あ
げ
て
い
家
て
し
か
し
、
高
齢
化
す
る
笠
宮
岸
考
え
る
と
、

義
(
キ
持
事
殺
で
は
あ
り
ま
せ
ん
尚
南
の
総
選
議
一
日
波
数

F
L識
字
か
、
続
{
民
の
み
な
さ
ん
の
浄
財

は
こ
れ
か
品
点
議
け
て
い
き
ま
す
の
て

人口 232，718人

数帯 74，793君主務

(61年 12月 1日現在)

福
後
義
金
は
、
平
塚
市
が
五
十
た
(
下
表
)
O

市
民
の
浄
財
一
一
概

六
年
震
か
ら
毎
年
五
千
方
向
を
縄
問
の
自
擦
に
あ
と
八
百
七
十
七
万

山
山
し
、
六
年
間
で
一
二
億
円
を
積
み
間
一
と
な
っ
た
わ
け
で
す
〆
。

ま
し
た
。
市
民
む
み
な
さ
ん
の
善
そ
し
て
、
昨
年
十
…
一
月
二
十

意
に
よ
る
寄
付
金
は
、
初
年
度
の
目
、
片
岡
阿
に
お
住
ま
い
の
小
巻
麿
福
祉
基
金
の
六
十
一
年
度
の
泉

五
十
六
年
度
が
七
百
万
円
、
二
年
工
に
ん
が
、
亡
く
な
ら
れ
た
ご
主
実
は
、
二
千
六
百
五
十
一
ニ
万
円
で

自
の
五
十
七
年
度
は
二
千
二
玄
ニ
人
の
供
養
に
、
「
何
か
お
役
に
立
次
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て
い

十
九
万
円
の
基
歪
が
寄
せ
ら
れ
ま
て
て
ほ
し
い
」
と
、
百
万
円
を
寄
ま
す
。

し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
付
さ
れ
た
ζ
と
に
よ
り
、
予
定
ぷ
八
〉
地
域
議
議
録
欝
品
購

も
高
ま
り
、
三
年
自
の
五
十
八
年
り
も
早
く
、
一
億
円
の
一
巨
擦
を
遥
地
区
ふ
れ
あ
い
広
場
事
業
や
一

度
は
二
千
六
高
五
十
三
万
汚
、
五
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
暮
ら
し
老
人
の
給
食
事
業

十
九
年
度
は
一
千
六
百
八
士
一
方
こ
の
市
民
の
浄
財
一
億
円
と
、
〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
欝
議
一
点
数
務
幾

何
、
六
十
年
度
は
一
千
八
否
四
十
市
の
拠
出
し
た
三
億
円
を
併
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
活
動

八
万
円
と
、
五
年
間
で
九
千
百
二
て
、
福
祉
基
金
協
隣
国
陀
が
達
成
し
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

十
三
万
円
の
浄
対
が
集
ま
り
ま
し
た
わ
け
で
す
。
ば
、
昨
年
八
月
に
間
開
催
し
た
「
ふ

れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」
で
は
、
平
塚

鷲

郡

和

内

容

欝

す

章

一

融

関

制

弔

警

高

校

言

語

校

、

重

工

一F
F
Z
乙
警
4
2
4
一
九
二

d
i
F
L
Z

書
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
い
て
、
健
常
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を

と
、
市
内
授
産
第
て
働
く
障
警
者
深
め
て
い
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
命
財
は
、
祭
り
の
に
屈
け
ら
れ
る
人
も
あ
り
ま
す
。
の
み
な
さ
ん
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

益
金
書
室
し
の
一
郎
、
一
汚
小
学
生
や
史
子
生
も
雪
の
お
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
を
募
金
広
議
カ
を

募
金
、
チ
ャ
ソ
一
ア
イ
パ
ザ
?
の
収
こ
づ
か
い
を
貯
め
て
、
学
校
ぐ
る
遜
ご
し
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
一
年
度
で
一
応
、
福

益
金
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。
飲
食
み
や
ク
ラ
ス
単
伎
で
寄
せ
て
く
れ

O
各
穣
緩
畿
の
充
奨
砕
摘
出
る
事
幾
祉
基
金
は
問
億
円
を
遠
出
し
ま
し

広
組
合
は
、
七
百
倍
の
募
金
箱
を
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
南
原
小
寝
た
き
り
老
人
に
布
や
紙
お
む
た
が
、
ま
た
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

作
閣
議
に
帰
国
き
、
お
客
に
つ
り
銭
の
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
が
読
み
終
つ
の
支
給
べ
火
災
報
知
機
の
設
ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
も
梅
社

一
部
を
嘉
金
し
て
い
た
た
い
て
、
わ
っ
た
本
を
持
ち
寄
り
、

P
T
A

蜜
、
務
力
障
答
者
へ
の
ミ
ニ
フ
ア
義
金
を
募
っ
て
い
き
た
い
と
患
い

定
期
的
に
福
祉
塞
金
に
寄
付
し
て
が
同
開
催
し
た
南
原
ま
つ
り
の
会
場
ッ
ク
ス
の
助
成
、
障
警
者
タ
ク
シ
ま
す
。

い
ま
す
α

ま
た
、
っ
く
レ
看
護
持
で
、
{
台
本
パ
ザ
I
」
を
開
き
、
-
料
金
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
市
漢
の
み
な
さ
ん
、
趣
旨
を
よ

紹
介
所
や
熊
沢
武
喜
一
ん
(
撫
子
そ
の
収
益
金
一
万
七
千
七
十
七
月
ま
す
。
信
義
霧
の
助
成
も
そ
の
く
現
解
し
て
い
た
だ
き
福
祉
の
充

涼
)
、
中
村
伝
五
郎
さ
ん
(
夕
陽
を
持
耕
護
金
に
寄
せ
て
い
ま
す
。
一
つ
で
、
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
に
突
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ケ
丘
)
な
ど
の
よ
う
に
、
回
体
や
こ
の
よ
う
に
、
寄
せ
ら
れ
た
浄
設
置
し
、
毎
日
一
回
市
か
ら
「
お
襖
後
募
金
の
窓
口

個
人
名
で
毎
月
社
会
福
祉
協
議
会
府
は
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
義
金
と
元
気
で
す
か
)
と
、
モ
i
ニ
ン
グ
@
社
会
福
祉
法
人
平
墾
市
社
会
福

い
え
る
で
し
ょ
う
。
コ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。
祉
協
議
会

在

そ

の

件

、

母

子

・

父

子

世

帯

を

守

山

山

平

塚

市

追

分

1
1
M
M
(平

明
基
金
欝
理
委
員
招
待
し
て
パ
ス
旅
行
や
障
害
者
レ
需
品
霊
会
館
内
)
霊
お
一

都

会

で

議

開

聞

を

ク

リ

エ

1
シ
ョ
ン
大
会
な
ど
も
間
一
二
七
七

制

高

語

、

一

一

一

千

六

百

人

道

襲

撃

襲

襲

撃

点

機

羅

芝

1

、

i
t
p
j
;ー

;

i

j

i

引
す
皇
室
君
、
管
た
き
立
古
人
や
一

i
t
e
a
z
f
i
4
2
1
i
j

〈
人
暮
ら
し
老
人
な
ど
の
要
一
援
護
也

2
向
付

A
i
窃
補
間
的
セ
ン
タ

i
で

人
が
九
百
八
+
人
い
ま
す
。
毎
年

生
み
出
す
』
一
億
特
茎
金
の
薬
実
(
利
回
億
円
達
成
記
念
に
「
福
祉
議
?
と
こ
ろ
吉
良
セ
ン
タ
ー

子
)
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
や
ポ
ラ
金
感
識
の
つ
ど
い
」
ふ
れ
あ
い
ブ
マ
出
演
者
ベ
ギ
l
葉
山
、
丸
山

ン
テ
ィ
ア
図
体
の
育
成
・
助
成
に
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
を
一
開
催
レ
ま
す
。
治
路

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
果
実
の
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
マ
入
場
券
入
場
整
理
券
は
市
民

管
理
運
清
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
加
く
だ
さ
い
。
相
談
室
『
市
民
セ
ン
タ
ー
、
駅

を
中
心
に
基
金
管
理
委
員
会
で
決
ヤ
と
き

2
月
1
日
(
日
)
午
後
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
市
立

め

て

い

ま

す

。

ー

持

鉛

分

1
4時
ま
で
公
民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

一
田
方
舟
立
も

め

、

っ

て

き

ま

し

た
。
そ
し
て
、
十
一
丹
に
議
の

就
識
も
果
た
し
一
ま
し
た
。
こ
の
時
吋

は
、
長
い
間
買
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
よ

う
や
く
ぬ
け
出
た
よ
う
な
気
分
で

し
た
。
卒
業
宇
品
吋
た
ず
に
邸
入
校

し
、
好
き
な
萎
室
生
か
し
毎
日
し
、
現
存
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

楽
し
く
掛
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
毎
週
一
一
日
程
、
退
社
後
夜
簡
の
ク

二
年
間
が
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
貿
ラ
ス
に
山
出
席
し
て
い
ま
す
が
、
今

重
な
二
年
間
同
と
な
り
ま
し
た
。
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出
P
昏
で

高
校
時
代
の
友
人
は
み
な
大
学
話
し
て
お
り
ま
す
。

に
進
学
、
あ
る
い
は
委
主
め
さ
こ
の
一
一
年
間
こ
つ
こ
つ
努
力
し

し
ま
レ
た
が
、
私
は
専
門
学
校
を
て
き
た
こ
と
が
報
わ
れ
、
今
は
充

選
択
し
ま
し
た
。
中
学
時
代
か
ら
実
感
と
満
足
感
に
ひ
た
っ
て
お
り

好
き
だ
っ
た
萎
簡
を
専
門
的
に
学
ま
す
。
社
会
と
い
う
未
知
の
世
界

び
、
語
学
を
生
か
し
ず
森
広
E

に
ト
へ
飛
び
こ
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
い

ラ
イ
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
ま
で
に
培
わ
れ
た
経
記
軌
を
生
か

今
年
三
月
に
卒
業
す
る
現
在
の
し
、
自
慢
を
も
っ
て
一
社
会
人
と

学
校
は
英
語
を
扱
え
る
秘
書
養
成
し
て
ま
す
ま
す
勉
強
亭
重
ね
、
さ

の
学
校
で
、
大
変
厳
し
く
、
毎
臼
ら
に
大
き
な
人
間
に
な
り
た
い
と

予
習
に
追
わ
れ
休
自
は
翌
週
の
予
患
い
ま
す
。

習
、
友
人
と
会
う
椴
も
あ
り
ま
せ
撰
荒
井
さ
ん
は
、
活
発
な
開
明
る
い

ん
で
し
た
。
私
も
覚
悟
は
し
て
い
女
性
で
音
楽
が
趣
味
。
ど
こ
か
車

ま
し
た
が
、
楽
し
く
大
学
侯
哲
世
ず
旅
行
が
し
た
い
と
か
。

5 



昭和62年守月守

町
が
、
下
水
道
研
修
セ
ン
タ
ー
と

し
て
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

下
準
君
関
係
轡
貝
の
《
平
塚
市

や
関
係
市
町
の
方
々
に
、
文
化
教

養
の
場
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と

し
て
も
、
広
く
活
用
レ
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
た
。

マ
施
設
の
概
要

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
一
階
建

て
、
延
べ
麗
積
一

O
二
六
平
方
M

・
1
階
事
務
案
、
小
会
議
室
、

大
会
議
室
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

@
2階
相
主
一
一
一
室
、
諮
理
室

マ
所
十
北
地
平
塚
市
四
之
宮
一
七

三
O

(
電
話
臼
上
ハ
四
一
九
)

マ
申
し
込
み
施
設
へ
直
接

こ
の
施
設
は
、
相
撲
川
流
域
子
守
利
用
時
間
午
前
号
待
1
午
後

水
道
右
岸
処
理
場
内
に
、
県
及
び

9
符

平
塚
市
を
は
じ
め
と
す
る
九
市
一
一
一
マ
休
舘
日
毎
週
月
曜
日

ン

分宣E

…
一
日
(
木
)
ま
で
行
っ
て
い
る
。

二
富
雄
子
(
虹
ケ
浜
)
、
土
箆

笑
子
(
大
神
)
、
高
橋
善
次
郎

(
万
町
田
)
、
井
上
セ
キ
(
横
内
)
、

仲
正
凶
部
(
平
塚
)
、
今
井
閉
山

(
八
重
咲
町
町
)
、
港
地
区
美
化

問
削
締
罰
地
子
ど
も

ともしび護霊童10麹年記念

まちづくり(J)つ
と君主 2汚19BI桝
午前iC持~午睡3符3C分

ところ 中央公渓豊富ホール
申し込み平i車市社会福祉協

議会へ霊童話 (33-2333)で。

く〉プロ努ままオープン戦
• 3fl24日(火) 13時大洋一阪急

く〉プロ野球公式戦
• 5月19日(火) 18時大洋一ヤクルト

・6月308 (火) 18時大洋一絞神
疑入場券等詳しくは平壌球場へ。

電話33-1166

。その外の試合
・3月 22日(日)湘南軟式野球間企式
・3月22日〔臼)平埠市開求協会大企
・3月 28日(土)す年野球選披オ ルスタ

ー 3丹 29日(日)平場球場開設記令試合

対
マ
ツ
ダ
ク
ラ
ブ
」
平
塚
球
場
で
は
、
試
ム
選
第
は
の
一
は
女
性
と
す
る
。

記
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
、
ボ
一
暫
募
集
期
間
一
一
月
十
六

希
望
さ
れ
笠
刀
は
、
早
め
山
ラ
ン
テ
ィ
ア
亭
葬
築
し
て
い
る
。
一
(
金
)
か
ら
三
十
一
日
(
土
ロ

製
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
を
。
一

O
場

内

放

送

員

初

人

一

で

。

マ
B
持

3
月
日
日
(
臼
)
キ
ッ
一

O
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
点
一
都
島
周
詩
人
一
甲
申
し
込
み
鐙
定
洞
紙
に
一
日

ク

オ

フ

午

後

二

時

一

O
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
掲
示
員
(
選
手
一
し
平
塚
球
場
に
申
し
込
む
。
由

マ
募
集
人
数
八
千
人
(
メ
イ
ン
一
名
繁
耕
掲
示
)
山
人
一
一
国
平
塚
球
場
に
あ
る
。

ス
タ
ン
ドE
子
人
、
パ
ツ
ク
ス
三
一
応
菱
苦
が
多
い
場
受
ム
月
怒
は
、
砧
始
拙
せ
竺
一
て
.
一
平
Tm半
塚
市
穴
一
原
原
1
の
1

タ

ン

ド

・

重

席

六

千

人

)

一

ん

と

な

る

。

一

平

塚

球

場

(

襲

努

二

六

六

)

一

マ
応
募
方
法
草
往
復
は
が
き
一
曹
応
募
資
格
市
内
に
章
、
在
一
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
霊
研
修
を
一
東
海
壇
以
南
の
第
一

に
住
所
、
氏
名
、
裏
番
号
二
勤
、
在
学
者
で
漫
一
受
け
て
か
ら
登
録
さ
れ
る
。
詳
し
一
用
地
域
に
つ
い
て
、
重
要
に

と
す
る
。
た
だ
し
、
く
知
り
た
い
方
は
、
平
潔
球
場
へ
一
指
定
す
る
案
の
縦
覧
を
一
月
一

市
民
繍
談
室

n
i一
一
一
一
市
内
線
一
一
九
一
一
一

。
人
権
法
捧
相
談
「

2
丹
羽
口
(
火
)
、

2
月
3
日
(
火
)

。
行
政
苦
情
相
談
F

日
時
1
日
時

。
一
般
法
捧
措
設

1
月
訂
日
(
火
)
、

2
月
5
臼
(
木
)

2
汀
叩
汀
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
i
M四時

。
受
認
べ
酷
託
、
潤
蚤
相
談

2
月
日
日
(
金
)
、
日
時
jti--

同
時

〈
〉
住
宅
議
談

1
月
叩
日
(
火
)
、
日
時
1
国
時

。
一
離
帯
良
相
談
揺
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
円

曜
・
祝
け
は
除
く
)

〈
〉
消
議
生
漆
相
銭

2
月
日
日
(
金
)
、
回
目
(
金
)
、
2
月
6
日(金)、

O
寺

}
5
手

。
定
倒
年
金
端
銭

2
月
四
日
(
木
)
、
刊
時
1
日
時

。
発
務
曙
聾
特
許
相
該

2
月
9
日
(
月
)
四
時
3
日
時

務
少
年
制
帽
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
↓
一
階
)
日
制
|
七
一
一
一
一
一

月
t
金
曜
日
9
時
1
話
時
之
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
〉
協
み
ご
と
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お

i七
八
一
一
一

O

月，、
ι

土
曜
日
9
時
1
四
時
加
分

橋

一

社

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

。
髭
ご
と
霊
毎
週
月
曜
白
、
日
時
3
日
時

〈
〉
時
手
椙
畿
一
睡
選
同
月
、
金
曜
白
、

9
時
3
日
時
却
升

O
寧
鹿
児
童
相
銭
樟
遇
耳
，
、
}
金
曙
目
、

9
時
1
M時

。
高
齢
嘩
議
議
相
談
揮
遡
汚
3
金
曜
日
、
9
時
却
分
j
S
M
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

。
捕
λ
繍
融
制
聾
月
第
3
木
曜
日
目
時

stH時

も



費

、

旭

小

学

校

校

舎

改

修

に

伴

う

一

一

一

設

計

萎

料

、

向

精

公

民

銀

改

築

一

鐙

に

伴

之

震

工

事

一

奪

事

麗

し

一

マ

用

紙

交

付

1
5日
ム

ョ

ー

μ

欄

間

一

、

:

ル

権

授

て

い

る

。

一

寸

交

付

場

所

一

及

話

し

合

わ

せ

先

一

も

分

一

人

数

人

事

異

動

一

平

警

護

給

食

会

で

は

、

問

一

事

務

課

保

健

室

係

(

内

線

一

…

桝

蜘

跡

枇

糊

一
和
六
十
二
、
六
土
一
一
年
度
の
学
校
五
一
一
一
)
一

3

1
様

子

大

上

十
一
一
月
二
十
五
日
付
で
人
事
発
一

l
i
t
i
-
-
I
l
l
i
-
-
i
l
l
一

一

山

崎

鈍

初

繍

氏

W

2
2れ
、
重
に
一
名
が
昇
一

5
4
Z
E
A
L
A
i場
}
:
免
除

A

七

発

賓

失

合

思

雄

る

格

し

た

。

一

時

九

議

主

主

ヰ

乃

宏

一

配

一

一

l
繍

中

し

糊

峰

光

一

i
一3
E一
一
一
っ
き

U
立

「

長

十

露

喜

本

咳

…

;

一

議

事

級

昇

格

一

J

一

一

ぎ

る

有

松

十
二
呈
日
か
、
b
要
さ
れ
て
い
た
市
議
会
A

扇

室

、

十

二

月

十

九

臼

に

重

喜

一

員

会

さ

一

聖

子

一

六

億

一

千

方

向

と

な

一

・

霊

場

需

品

焼

事

務

長

小

一

受

給

者

の

支

給

対

象

変

わ

る

プ

二

演

れ

?

っ

会

議

に

は

、

昭

和

六

寸

年

度

の

決

算

の

認

定

を

ま

じ

め

、

撃

の

撃

主

宅

宅

予

算

一

り

、

既

定

予

算

と

合

わ

せ

る

と

一

一

重

重

病

院

事

務

長

)

一

一

い

と

ぶ

輪

柄

欄

欄

J

、
E

へ
一
般
会
計
の
予
算
規
績
は
五
百
一
十
一
通
事
級
異
動
一
昭
和
六
十
一
年
六
月
よ
り
、
十
一
号
い
合
わ
せ
ま
、
市
児
童
竜
一

L

0

0

0

・

0

な
ど
十
六
案
件
が
提
案
さ
れ
な
審
議
長
、
重
量
に
つ
し
て
護
霊
と
な
っ
た
一
一
一
億
一
千
九
百
万
円

S18理裏
金
頭
部
長
浅
喜
一
八
歳
未
満
の
号
一
…
人
以
上
養
一
同
(
寝
ニ
ジ
ハ
)
へ
。
ノ
一
日

j

j

が
、
そ
の
ほ
か
の
案
控
室
ど
お
り
可
決
さ
れ
ぺ
最
終
日
に
追
加
議
案
が
提
案
さ
れ
、
空
席
に
一
主
審
査
を
総
書
一
(
理
事
兼
総
務
部
長
)
一
斉
し
て
い
る
方
(
そ
の
う
ち
一
人
一

i
I
l
l
i
-
-
一
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な

っ

て

い

た

突

役

に

遠

藤

武

彦

企

霊

長

亭

白

書

さ

ら

に

議

員

提

案

も

行

わ

れ

、

平

塚

市

議

会

一

で

は

、

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

モ

ー

ル

の

一

事

霊

豊

富

光

久

一

星

雲

重

量

に

支

給

さ

一

一

申

議

限

は

一

月

末

、

と

な

っ

て

の
議
員
定
数
を
四
十
人
か
ら
一
一
一
十
六
人
に
減
ら
し

2ょ
妻

美

の

と

お

り

。

一

商

星

放

送

施

設

に

要

無

襲

一

(

理

事

粂

都

市

章

一

れ

る

と

と

に

な

っ

た

が

、

そ

員

一

礎

定

出

申

告

の

を

一

い

る

が

、

で

き

る

だ

け

一

月

一

一

十

y

j

一
送
が
で
き
る
よ
う
書
堺
の
増
設
一

O
部

長

級

昇

格

一

遇

措

置

と

し

ず

¥

昭

和

六

十

二

年

一

一

日

ま

で

に

申

告

レ

て

い

ぺ

た

き

た

襲

撃

ヂ

L
P
竺

夏

八

十

万

六

千

η
手
一
行
っ
た
一
語
っ
て
い
る
。
消
防
費
言
、
で
都
市
雲
市
光
男
(
喜
一
四
月
宮
昭
和
六
十
三
年
一
一
喜
一
所
還
の
警
由
章
、
二
月
一
問
い
合
わ
在
、
平
塚
税
章
一
ぃ
。
な
お
、
喜
の
対
象
と
な
る

噛
議
弱
鱗
い
じ
て
き
一
一
千
円
)
一
平
警
審
議
の
一
霊
喜
一
消
防
第
十
八
分
防
庁
舎
の
移
転
用
一
部
人
事
務
担
当
事
)
一
で
は
、
盗
事
り
支
給
対
象
克
一
十
六
日
か
ら
一
一
一
月
土
ハ
臼
ま
で
と
一
(
電
話
幻
一
回

0
0
)
ま
た
一
憲
章
が
な
い
場
合
も
、
君

、

ア

語

翻

一

・

助

役

三

万

円

(

六

十

一

一

一

大

喜

密

室

員

九

十

人

を

一

室

長

と

用

地

造

成

工

奪

三

襲

撃

用

八

一

月

五

一

票

変

わ

る

。

一

な

っ

て

い

る

。

一

は

、

2
5
3
5申書
。

要

警

ト

喝

遼

一

万

五

千

円

)

一

主

人

に

変

更

し

た

。

一

教

育

Z、
大

野

室

長

・

室

主

義

柳

川

康

一

寸

受

著

者

一

三

月

に

入

る

と

、

主

義

ロ

が

一

(

内

線

二

六

九

二

。

一

問

屋

高

、

霊

童

一
6

収
入
役
去
十
七
万
一
千
円
二
不
動
産
の
蓄
に
つ
い
て
}
一
回
中
学
校
の
ブ
ー
ル
震
工
事
言
語
中
教
事
一
昭
和
手
八
年
四
月
一
一
日
以
降
一
混
雑
し
、
ゆ
っ
;
翼
で
き
な
一
一
償
却
章
受
内
線
二
九
一
)
へ
。

も

磁

Zの
警

に

つ

い

て

二

(

五

十

男

円

)

…

長

重

量

用

地

十

億

一

[
l
i
[
J
l
lー
一

に

出

生

し

た

量

を

主

、

十

八

一

か

っ

た

り

長

官

た

せ

す

一

申

告

の

説

明

会

一

功
一
壇
藤
武
彦
氏
重
量
二
・
教
育
長
五
十
七
万
一
五
円
(
五
六
九
0
・

七

八

平

方

三

、

2

3

2

一

歳

未

害

児

書

二

人

以

上

養

育

一

る

こ

と

が

あ

る

の

で

言

言

一

言

、

言

、

襲

主

義

患

の

変

受

て

で

郡

大

野

喜

一

六

一

八

一

(25

一
{
入
警
護
の
推
薦
}
一
入
札
脇
島
銀
事
鱗
章
者
一
し
て
い
塁
。
号
、
昭
和
五
十
一
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
主
ぃ
。
一
申
告
書
童
書
な
ど
申
告
の
一
昭
和
六
十
一
年
一
月
一
一
臼
か
ら

ヱ
〔
喜
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
一
・
議
長
沼
十
六
万
八
千
円
(
四
一
宍
倉
敏
雄
氏
(
弁
護
士
)
一

6
3
3
4
2
i

一
一
一
一
年
四
月
一
百
以
降
に
出
生
し
た
一
な
お
、
医
警
控
除
な
ど
に
よ
一
共
同
説
明
会
高
か
れ
る
o

一
六
十
二
年
一
月
一
臼
ま
で
に
、
住

均
一
減
少
す
る
条
例
の
一
撃
忍
一
十
四
万
二
一
千
円
)
一
平
塚
室
町
八
番
二
一
号
一
昭
和
六
十
一
一
年
、
六
十
三
星
存
関
午
前
品
主
喜
一
児
童
書
む
、
十
八
襲
警
児
一
る
還
付
申
告
を
さ
れ
実
は
、
す
す
臼
碍
2
月
2
臼
(
月
)
午
後
一
宅
沼
地
以
外
公
宅
地
か
ら
住
宅
用

謹
一
一
志
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
、
一
言
霊
早
万
七
千
円
(
一
一
一
一
補
正
予
算
は
一
の
物
語
係
と
建
設
工
事
関
係
の
す
、
午
後
ー
マ
4
持
(
土
曜
B
一
意
を
三
人
以
上
書
し
て
い
る
一
で
に
襲
警
受
け
付
け
て
い
る
一
2待
1
4
時
一
地
と
な
っ
た
土
地
に
つ
い
て
、
税

昭

一

議

員

の

定

数

富

十

人

か

ら

一

ニ

十

一

十

八

万

五

千

円

、

一

一

入

札

議

議

選

き

の

臼

程

が

一

午

前

9

宇

品

初

会

一

方

。

一

の

で

、

申

告

を

市

一

マ

会

場

平

塚

合

同

申

込

口

5
階
大
一
が
軽
減
さ
れ
る
。

一
ハ
人
に
減
ら
し
た
こ
の
条
例
は
一
章
一
一
一
十
七
万
六
千
円
合
一
一
一
耕
雲
の
補
正
予
言
、
国
一
決
ま
つ
だ
取
り
自
選
し
て
い
る
す

Z
?部
一

一

一

言

一

芸

し

、

関

空

ハ

十

年

の

収

入

一

一

議

室

一

該

当

さ

れ

5、
一
庄
一
千

?
の
一
般
選
挙
か
ら
薄
。
一
了
五
万
六
千
円
)
一
の
一
警
共
事
業
の
追
加
を
含
む
一
業
者
も
忘
れ
ず
に
手
警
を
。
一
マ
場
所
用
事
(
受
け
付
け
日
一
が
一
量
以
上
の
方
は
、
児
童
手
一
不
動
産
雲
怒
却
し
た
一
一
一
日
ま
で
に
〉
そ
の
塁
言
。

一

平

言

語

策

室

長

一

{

警

の

給

与

誉

主

取

県

支

出

金

羅

{

疋

に

伴

う

主

{

物

語

径

一

は

、

2
2
)
一

当

は

受

け

ら

れ

な

い

。

一

護

問

は

確

定

豊

田

を

一

無

料

盟

関

喜

一

詳

し

い

こ

皇

、

事

産

税

課

幽

す

る

条

例

の

一

義

喜

一

第

一

塁

}

一

や

六

士

一

年

度

に

ぎ

の

準

備

一

マ

対

象

Z品
、
印
刷
ピ
一
主
義
〕
一
現
宍
三
人
以
上
覧
室
喜
一
昭
和
ム
ハ
寸
一
年
中
に
土
地
主
税
理
士
会
平
塚
支
部
で
は
、
無
一
土
地
係
(
内
線
二
八
八
)
へ
。

九
月
市
議
会
か
ら
護
審
議
と
一
昭
和
六
十
↓
年
度
人
事
喜
三
官
経
費
、
そ
の
外
当
面
必
要
と
一
ル
清
掃
な
ど
史
札
参
一
加
を
重
一
マ
用
紙
の
需

1
5日
1
2
一
管
し
て
児
童
至
宝
を
受
け
て
い
る
一
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
場
合
語
、
一
料
申
語
撃
事
。
一

な

っ

て

い

た

お

で

、

十

二

月

市

一

品

暴

言

号

室

主

経

費

に

つ

い

亡

所

署

す

る

著

書

号

室

一

5

5

4

7

の
第
一
一
手
、
昭
和
五
十
八
年
一
確
定
室
長
量
と
な
る

oEV無
還

付

申

書

談

て

き

謀

議

の

申

告

議
会
で
可
決
さ
れ
だ
昭
和
六
十
一
与
改
宗
さ
れ
た
の
て
こ
れ
に
…
補
正
室
を
講
じ
て
い
る
。
一
ヤ
用
紙
の
警

1
5
?
2…
・
話
午
前
官
時
ー
は
時
ぬ
一
号
一
一
日
か
ら
一
昭
和
五
十
九
年
こ
を
し
な
い
と
二
一
一
千
万
円
の
特
別
一
占
程

2月
初
日
(
火
)
占
一
昭
和
五
十
九
年
一
旦
百
か
ら

二
年
一
月
百
か
ら
実
施
。
一
準
じ
て
求
事
員
宗
主
喜
一

γ
}

の

結

果

、

受

ぜ

計

で

は

、

一

月

哲

一

分

、

午

後

1
時
1
4
持
(
土
曜
日
一
月
言
語
に
出
生
し
て
い
る
場
一
控
除
や
買
い
換
え
な
ど
の
特
例
が
一
白
(
金
二
高
首
謀
く
)
一
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
ま
ご
の
期

午
前
9
待
i
u一
昨
日
出
会
一
合
は
、
増
援
の
申
請
を
。
一
適
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
O

@

得
時
間
午
前
9
時
お
分
3
午
後
一
間
に
、
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て

マ

嬰

翠

議

1

部

閉

百

円

一

マ

申

請

字

続

き

3

時

鈴

分

一

五

百

宝

刀

れ

以

上

五

千

半

方

れ

来

マ
場
所
建
設
総
務
課
(
受
け
付
一
一
月
二
十
日
よ
り
児
童
話
訴
で
受
・
会
場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
一
満
の
土
地
を
最
得
し
た
場
合
は
、

け

日

は

、

別

に

担

問

定

す

る

)

け

付

け

る

。

マ

無

料

申

告

翠

訳

一

十

年

間

に

わ

た

り

特

別

土

地

保

有

・
日
程
2
河
口
日
(
火
)
F
1
3
m
一
税
が
課
せ
ら
れ
る
。

日

(

金

)

一

問

い

合

わ

せ

は

、

市

資

産

税

課

領
時
間
午
前
Q
d
時
鈎
分
1
午
後
一
土
地
係
(
内
線
一
一
八
八
)
へ
。

3
時
吋
ぬ
分

。
会
場
市
役
所
市
民
ホ
i
ル
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17 Elテレピ衿奈川で

(3) 

「
不
動
明
王
立
像
」
を
大
切
に
す

る
心
ゃ
、
郷
土
芸
能
「
招
模
人
形

芝
麗
」
を
守
り
続
け
る
前
高
康
の

人
々
な
ど
、
文
化
財
を
守
る
人
々

を
遇
し
て
、
十
一
…
中
内
に
あ
る
文
化
婦

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
、
ご
裁
を
。

マ
放
映
臼
時
1
月
げ
日
(
土
)

午
後
5
時
日
日
分
1
6持

マ
題
は
る
か
な
る
伝
言

関
や
県
・
市
の
マ
放
送
局

T
V
K
(テレド一一神

重
要
文
化
財
別
が
数
多
く
あ
る
。
し
奈
川

e
U
H
n
F
)

か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
に
ふ
な
お
、
放
映
し
た
テ
ー
プ
は
、

れ
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
。
問
問
書
館
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

そ
こ
で
、
下
吉
沢
の
人
々
が
貸
し
出
す
。
ご
利
用
を
c

学
校
給
食
の
物

還

付

を

け

ら

れ

る

方

は

※問い合わせ福祉総務課庶務係

(内線217)

i

O

V

T

 

、~/
d

寄L
@紡税貯蓄総合とは
現金をみんなで助けあいながら、楽に

納める方法。それが納税貯蓄組合白制

度

①絞殺病害蓄総合の特典
納税額金の利息は、普通預金の利息よ

り高率。預金利患ιは所持説はかから
ない。組合には補助金が交付される。

@加入の手緩きは
市内には、同じ町内や開業者等を 定

自単位とした組合が 300ある。いつで

もお近くの組合に申し込みができる。

液詳しいことは、収納課管理探(内鰻280)へ。

平塚の麹家

平塚市新収蔵資料をや，心に

く〉務総 1月1513-2013

く〉会場ひらつか市渓プラザ

織内容①島海脊児氏の素描騒20点

油彩の展示3点

②講積金鳥樽青児を誇る

講師美術評論家田中穣氏

日時 1月 18包(臼)午後 1持

30分

会場市民センター会議室主

担当 市商工霊祭観光保 シベリア絞幾の軍曹

1 
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間

一

テ

悌
一

説
円
一
特

死一
状
一

時
一
話
一
部
「
職
一

来".寸 Y

4 職員の朝器結の状況 (61年 4月 1['1支えイ，)
f……一一一一一一一一一一「一一一一 一一……

土，(，

ウJ、[メ

61年度各会計翠IJ予察 C9月末現在)
攻沼 会計 別 予算額 構成上ヒ

.] 総会計 506綴0900方向 48.8% 

特別金計 531¥意9697万円 51.2% 
3方向

競輪事業 262億0706万円 25.2% 

国民健康保険事業 7C札制lOOJfl.I3 6.8% 

都市改造事業 2港7866万円 0.3% 

下本道事業 69港開307jlli 6.7% 

農業共情事業 日意9895万円 0.2%

食肉センタ憶4649HiL] 0.2% 

交通災害共模事業 6272万円 0.1% 

水産物地方卸売市場 2658万円 0.0% 

総合公園用地取得事業 12億8980万円 1.2% 

老人保健医弾事業 58億3619万円 5.6% 

市民病院事薬 品憶6607万円 4.2%

交通救急センター 7憶4315ノ 0.7%

合 計 1038嬢0597万円 100.0%

hら aコ、

平
塚
市
の
対
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
約
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
主
体
に
、
日
出
や
県
の
支
出
金
、
競
輪
の

収
益
金
、
中
山
俊
(
借
入
金
)
な
ど
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
お
金
が
市
民
の
た
め
に
ど
の

ぷ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
市
財
政
設
が
昭
和
六
十
一
年
度
上
半
期
(
昭
和
六
十
一
年
四
月
一

5
1九
月
末

日
)
の
財
政
状
況
を
公
表
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
よ
う
。
ま
た
、
市
職
員
録
が
平
山
都
市
鞍
員
の
給
与
状
況
に
つ

い
て
も
公
表
し
た
の
で
お
知
ら
せ
す
る
c

詳
し
い
こ
と
は
担
当
課
に
お
た
ず
ね
を
。

61'手E霊一級会計量最上話予算(9月末現在)
*'費 132i;重宝6138万円 高筆工費 20f;意1682万円

生費 76億 7880万円 i肖紡費 18億 5523万円

育費 67億ヨ511万円農水蜜 13熔 0731万円

生費 64億 2055万円議会費 4億 4352万円

務費 51億 1068万円労働費 3億 8969万円

儀費 26i意9457万円その他 1億 3534万河

支出金 25億0000万丹念針 506機的初万向

61ま手渡(/)~主な事業( 9月末現在)
ケ浜住宅建設事業 3億 4346万円

土競技場整備事業(継続 21億 68587J円

合公麟用地質収事業 12憶 8980万円

共下水道整備事業 41億 1493万円

市下水路整輝事業 2億 5348万円

水路整備事業(豊田排本路外 3億 1790万円

道改良事業(真土42号線夕刊 10億7760万円

み焼却処理施設整備事業(継続 24億 3071万円

転車駐車場整備事業 1億 2928万円

坊斉指令装置整嬬事業(継続憶6γ5万円

野小学校康内選雷β語新改築事業 2億 1939万円

原小学校ブール整備事業(継続 5325万円

沖中学校校舎新改築事業 A億 3900万円

内中学校ブル整備事業(継続 5853万円

士見公民館改築事業 1億7854万円

民スポーツ管理揮新築事業 6486万円

ヨツピングモーJレ整備事業(東海道本

り外 10億 6758Jjf1:J

村総合整備(モデル)事業 9634万円

体営土地改良総合整備事業 減量3503庁内

向センタ一緒設改修事業(継続 1憶1402万円

練道路整備事業(長持寺出縄線外 2憶 9798万円

花水橋架替事業 9718万円

市計極街路整備事業(大匂丸島綿外 7億 9000万円

周河川河内I11改修事業 9却 O万円

庁舎増設事業(継続 6億 5227万円

①車工務街鴻主主草場 a… 100枚
午前 8時カ、ら午後日時まで人出場できる

①錦田7絵筆場....。…ー.80枚
目'祝日を除き、 24時間利用できる

。利用期間 62年 A片 1けから 1年間ただし、 [ニタ

期間中と江日は利用できない

。定認話料金 1かバ lO，OOOfI3 
。申込識の配布 1月2113(7.J()--3HJ (七)までに駐

車場か市民相談室へ。

。受 fす 2nlU([ l) ~~γ(U までに l町民主宰

場へ。 epし込みが多いときは抽せん。
擦問い合わせ打開発公社章一言舌23'.-1111円時

335) 

接 471が

1 月四日~1 月紅白

年額72.000円 ---120.000円

(場所により異なる〉

62年 4 月 1 日~63年 3 月 31 日

事

市公園緑地課(内線423)へ。場所は摘せん

ご決定する。
※前売所は市民センター及び、市内レコー

ド宥柴器商、書l主で取り扱っ。

間い合ねせ 市民センター電話 32"2235
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第 426重量(5) 

みんな一斉に新春に向かつてスタート元主主J駅伝「あとは頼むぜJ

あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
一
各
地
区
で
泣
恒

例
の
元
日
一
釈
仏
、
見
日
一
マ
ラ
ソ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
大
人
か
ら
子
供

ま
で
、
地
況
の
期
待
に
応
え
て
力

い
っ
ぱ
い
走
っ
て
い
ま
し
た
。

沿
道
に
は
、
お
正
月
ら
し
く
精一

れ
着
姿
の
人
な
と
多
く
の
人
た
ち

が
、
選
手
に
温
か
い
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
(
え
と
)
は
、
兎

(
う
さ
ぎ
)
で
す
。
ピ
ョ
ン
ピ
ョ

ン
と
え
気
よ
く
飛
躍
の
年
に
し
ま

し
ょ
う
。

ガンノてレ-ff

{61年支給芸員

お上京

0.5月ラテ

1.4 HクF

1_9 }1ラJト

3.8 J-Jイシ〉

3月其月

6月其R

12月美男

三十

0.6月ラ'j

0.8月分

1.4 }iぅ1ト

(支持車〉 自己都

勤続20.ft 21.0月

勤続25年 33.75月

勤続出年 47.5 

最高限度額 60.0月

その地内力(l算措遺 定

す荒

f立時車) 自己都合 勧定年

勤続20年 23.4 月分 42.0 月分

間続25年 31.525月分 53.76 月分

勤続出年 53.375月分 76.44 f-J分

最肉眼底志向 54.9 月分 78.624月分

その他的加算措笈 制 l支なし

温職時特別H特 勤続10年以上初年未満

1 始、勤続20年以上 2ぢ胎

組附(月事1，)

一
校
関
往
復
5
J

一
そ
人
福
田
陣
寿
。
尾
山
げ
門
天
:
布

一
マ
資
橋
市
内
在
住
、
夜
勤
の
社
一
袋
尊
恵
比
寿
-

9

大
黒
天
一
弁
財

一
会
人
男
女
安
開
校
生
以
上
)
一
夫
逗
子
i
平
塚

一
マ
種
目
・
弟
子
一
般
9
キロ、

5
一
立
文
通
費
一
千
百
円

臼
産
車
体
平
塚
総
合
汐
ラ
ン
ド
一
キ
ロ
@
男
子
叫
歳
以
ヒ
5
キ
ロ
・
一

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
国
主
・
軟
一
女
子
5
キ
ロ
急
費
一
般
五
百
円
一
ス
キ

i
列
悪
霊

)
て
岡
山
)
が
無
料
で
同
開
放
さ
れ
る
。
一
一
〉
申
し
込
み

2
月
間
山
泊
ま
で
に
一
関
鉄
で
は
「
台
鳥
山
緩
ス
キ
i

蝉
一
マ
所
在
地
平
塚
市
土
屋
清
水
石
が
き
か
直
接
体
裏
(
平
塚
市
一
芝
護
資
会
の
臨
時
列
車
を

都
知
一
マ
問
い
合
わ
せ
日
産
車
体
(
株
)
一
党
約
町
民

1

電
話
泊
三

O
一
運
転
す
る
。

伊
一
厚
生
課
(
議
諮
問
ω

O
七
0
0
二六
O
)
へ

。

一

マ

運

転

[

口

(

ゆ

き

)
1
月
9
日

蜘
一
口
密
口
!
ド
レ
一
あ
る
く
会
部
会
一
1
3
3
臼
雲
雪
喜
代

な

一

一

一

(

か

え

り

)

1
月
2
B
1
3月
お

日
一

1
1
ス

大

会

開

く

一

マ

期

日

:

月

刊

日

(

日

)

臨

押

す

警

警

レ

一

一

ト

ホ

確

惑

お

れ

以

上

の

と

き

は

、

1
一
…
〉
運
賃
(
往
復
)
大
人
一
万
円
、

山
一
マ
期
日

3
刃
1
B
(日
)
一
月
お
日
(
日
)
以
後
中
止
一
子
供
五
千
円

S
一
・
集
合
時
間
午
前
9
将
一
・
集
ム
悶
当
日
午
前
8
時
却
分
ま
一
問
問
い
合
わ
せ
は
、
留
鉄
平
塚
駅

マ
会
場
吉
沢
小
学
校
発
着
点
一
で
に
平
塚
駅
改
紅
札
所
付
近
へ
一
旅
行
セ
ン
タ
ー
(
ラ
ス
カ
1
階・

みんなの声援に送られ力走

給料(月和)

2丹15藷{自)

午前 7時so分間会、 8時30分出発

コース第 lrz:m役所消防署神田出張所 6.7krn 

第 2¥Z神田出張所援回新幹線手前 4.4同

第 3[天豊田新幹線手前一真回入口 5.3困

窮 4区真凶入口一吉沢小学校 6.2切

第 5区青沢小学校 山城中学校 5.7km 

担当 教事曹重吾妻童会樟薄綴 電電童話31-3060

く).Ji附台手事務室宮(電話31--3出 7)
※改博之事のため、 3月31自家で体露

く〉金街地主主体湾鎗〈電話3l--2136)
・隣勃支羅臼 .，レー(9 時~13時〉、パドミ

ントン、卓球(13時一日時)、パスケット

(16時~20時)

.1月四日(月)午前 9時~午撞8時

・2月 2S (丹;;

• 2 Jl16日(丹)グ
楽 3月分の申し込みは 2丹 2臼 9時から

書



日
ま
で
毎
週
日
穏
臼
(
全
7
回
)

・
時
間
午
前
9
時
お
分
1
円以持

お

分

一

広

報

ひ

ら

つ

か

十

一

・

写

真

相

本

人

未

発

表

作

品

に

一

。
地
球
の
生
い
な
ち
ム
ギ
平
塚
了
時
間
午
後
6
持
鉛
分
1
8符
一
マ
議
討
盤
裳
相
談
長
等
一
知
ら
せ
し
た
市
夜
十
周
年
農
の
臼
一
限
る

a

パ
ネ
ル
の
大
き
さ
が
4
一

地
球
の
生
い
立
ち
と
B
平

列

島

一

号

一

マ

受

襲

五

沼

市

内

一

穫

が

m委
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
一
つ
切
り
以
上
全
落
以
内
、
申
衣
装
は
一

の
誕
生
を
君
、
そ
の
中
で
平
塚
一
守
護
平
塚
書
道
協
思
議
会
長
一

0
出
申
し
込
み
方
法
一
た
び
曹
養
作
品
の
出
口
襲
壌
が
次
一
パ
ネ
ル
張

2し
警
警
は
不
一

を

探

っ

て

み

る

。

一

杉

山

霊

氏

一

一

の

と

お

り

決

ま

っ

た

。

百

組

重

量

級

5
枚
以
内
一

言

夜

会

7
日
、
昔
、

3
一

マ

受

講

料

五

百

月

一

は

が

き

に

霊

コ

ー

ス

名

、

豆

長

入

日

4
5日
(
臼
)
に
了
出
量
数
は
制
限
な
し
・

3
一

月
7
目

、

首

の

き

畿

日

(

全

一

マ

教

義

一

一

千

五

百

円

一

名

(

ふ

り

が

な

)

、

住

病

、

重

量

変

吏

一

枚

ま

で

二

千

円

1
枚
増
す
ご
と
一

3
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月
二
十
六
日
は
、
昭
和
二
十

四
年
法
隆
寺
金
堂
安
舗
が
焼
損
し

た
日
に
あ
た
る
た
め
、
こ
の
日
を

「
文
化
財
防
火
デ
l
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財
を

火
災
、
震
災
そ
の
他
の
災
宜
古
か
ら

守
る
た
め
、
全
閉
山
約
に
文
化
財
防

火
逮
扇
を
展
開
し
て
い
る
。

古
川
で
は
、
こ
の
臼
に
国
及
び

県
、
市
山
に
指
定
さ
れ
て
い
る
重
要

文
化
財
の
消
防
検
査
を
〆
汀
~
つ
。

光
明
脊
(
厨
子
本
堂
等
)
、
松

岩
寺
(
不
動
坊
主
立
像
)
、
妙
覚

寺
(
四
日
脚
門
)
、
空
中
積
院
(
薬
師
削

如
来
立
像
)
、
大
会
寺
(
大
日
如

丞
座
像
)

官理主濁会

(O)1丹18E1 (自) 10時、 14時 3構ホーノレ

「細雪jカラー 140分

谷崎潤一郎の小説を市!I!毘監督により映高

イじしたもの。四季折々の勝紺を絡めながら、

大阪船場町名輩，蒔悶京の四人姉掠の微妙な

'l...'の揺らめきを描いている。 官 16ミリ映写機操作技術ま講習会
出揖庫恵子、佳久間良子、友永小百合、
古手}l1祐子、石坂浩二斗まか 16リミ映写機の操作技荷を惇得してもらうた

Q)2丹15器(鴎)叩時、同時 3関ホーノレ !め、講習会を開く。惜 f者には認定誌を交付
する01世界の公閣」 カラー 60分

(新着フィルム) ・日程 2 月 13日〈金)~同日〈上)

それぞれ独自の麿史をもって尭連した終回 ・時間 9時日分-"，16時

の公闇を紹介し、それらに共通する公彊の基 ・会場図書館3階会議室

本的な役割を理解させようとしている。 ・対象 !有内在住、在勤、在学者 団人

ー曹用 500円〈テキスト代〉

官ことfも敬喜盟会 .j守参ずるもの 墨食、はさみ、筆記用具

。2月 8日(臼)10時、 14時 3楢ホーjレ @申し込み 2汚 3日(火)から図書舘 1階

れまくの鼎おじさん」 カラ- 46汁 j 視聴覚ライブラリーで受け村ける。

(新着フィルム)官開銀祭場酷

音楽野きの暁き芋置さん(ノ、ナ覇)が、内気貰出室 巷考室 9 時~16時50分
な世卑と共に身体と本音をぶつけ合いながら ・こども室 火、ニ曜日 13時~16時 50分
積極的な生き方ぞ身につけていく、涙と実い 日曜日 9 時~16時50分
のドラマ。合体重吉田 毎週月輔自、 3丹羽田、月末、 2

年
)
、
山
口
洋
一
(
域
島
小
2
年
)

中
戸
川
町
菓
子
(
富
士
見
小
4
年
)

小
津
轡
(
松
延
小
4
年
)
、
蕪
川
川

雅
敏
(
春
日
野
中
2
年
)
、
高
木
京

子
(
金
旭
中
3
年
)
、
堀
ノ
内
綾
弘

(
金
鳩
中
3
年
)

※豊田公民館 3日 17臼

※泊村ちびっ子広場 4日 18E3 

城島公民館 5日 198 

疑問崎公民館 5日 19日

※金田公民館 6日 206 

ふじみ野間地集会所 7日 218 

土屋小宇イ支 10日 24日

※吉沢公民館 10臼 24 E! 

※松延小学校 25日

金自小学校 12日 26日

※みずほ4、今守安 12日 26日

※万忠良車市営住宅 13E3 27臼

-開設時間 13時 30分 '"'-'14時 30分 ※正日は15

時~16時ふじみ野は14日寺~15時

・雨天のときは中止

移動関離宮あおぞら考2考悶程

についての写真を募集し、入選押品について

は特別麗だけでなく、今掩の展示会や出販物

に活用する。

・テーマ 「相模流域の自然と文化」

e募襲締め切り 1月31日

・募集作品 カラ…、モノク口、組写真のい

ずれヵ、で、キャビネ相当サイズ

。応募方法 募集パンフレツトにある応募票

に所定事項を記入し、郵送あるいは持参

合体舘釘 毎週月曜日、 1月日目、月束、 2

月日日

剖博物輯 〒254境問町12-41電話33-5111

の
出
口
問
要
項
が
決
ま
る

小電話・文学

いのち上・下 橋田寿賀子

アローン・アゲイン 落合恵子

的転埼子 中患続子

哀しみの女 五木寛之

聖聖者の行進 織田善歯

ふたつの太陽 立松和平

みちのくの人形たち 深沢七郎

柳生の金魚 山i時花八

島い糸の電話 江原えりか

ぼくたちの院予代 IE中農夫

シェイクスピアの全体操松冗覚

サハロフ博士とともに

エレーナ・ G'ポンネJレ

家庭・生活

戚舗設計のコツと防災のポJ ント

浜秀孝

東方沖雄イtまいのえ巨下J主

初めてのスク ター

主婦と生活字i編

野生らんの作りプゴ・殖やし方

石田瀬次部

コッベさんの木のおもちゃ

コッベ・平沢

シネマの裏窓 小 )!I 正

全国目的別特選スキー場ガイに

地図の本編集部編

宇土金化学 ・ そ制患

欲求心理学トピツクス100

斎藤輿

江戸時代と近代化大石懐三郎ほか

コラソン・アキノ織いから愛へ

若宮清

女:たちの明治維新 小松浅乃

ヒマラヤ初登頂 堀田部

日本縦横はどこへ行くのか

飯 IE経夫

三浦朱門

木村尚三郎

にわ13'"喜営の510日
祭りだワッシ日イ

日本化するアメリカ

ボーイーデ・メンテ

自ら学ぶ力が育つ学習

東京学芸大学附藤小金小学校漏

J-Hl日
台臣話番鱒 千四境問町12-41電話31-0415

官陶芸のrむ

開菩について基礎から学ぶ。(申込制)

命日程 2月 3日、 2月17目、 3月14日の全 3

日1

・時間 18時30分~21時

a対象脊革、一般 40人

包材料費 自己負担

ちた体麓臼 毎週月瞳日、 1月日目、 2月日目

安習指年金額

ヤ 254理問町12-41電話32-7029

す窓然努綾襲会(生物)

木の冬芽や越冬中の昆虫などり措予を観察

する。

・日a寺 2月15日〈日〉
'時間 9 時~16時

ー場所県立自然保護センター付近

〈摩木市七沢)

・申し込み 2月 5日までに往揮はがきで。

多数のときは、抽せんで30人。

古特望号車整写薬事事重軽

開館10閣年記念として、地域の白熱や文化

雨天中止

i告
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醐予防接輔の時網

午佐 Z時30分から 3時まで。滋印

由金場は午桂2時から 3時まで。
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毎

年

、

自

分

の

誕

生

月

用

ラ

生

生

生

生

生

i
i
;一
日

当

時

野

口

一

襲

撃

で

す

一

に

詰

民

主

炉

一

一

一

昨

問

問

問

問

別

問

問

閉

山

一

ご

利

用

を

。

一

マ

高

F

患
を
予
防
す
る
た
め
に
一
ず
る
。
ま
た
、
健
康
手
娠
を
お
持

主

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

マ

日

程

2

5

臼
(
念
、

2

7

1
月
幻
自
警
公
民
館
一
ち
の
章
、
震
予
暖
も
お
忘
れ

時

別

潜

Z
H
n
l
H
n
z
u
n
一
月
幻
自
(
金
)
午
後
1
時
か
ら
一
議
幅
削
梶
霊
冗
令
援
続
)
一
な
く
。

之

島

諮

問

問

問

問

問

問

問

一

(

予

約

総

)

一

i
月

お

臼

土

屋

公

民

館

一

語

、

土

塁

手

百

十

人

時
ン
林
副
将
軍
年
年
年
}
年
年
年
年
年
年
一
マ
内
容

1
コ
ー
ス
2
臼
照
で
、
一
(
務
部
倉
泊
透
明
医
師
)
一
の
万
が
受
診
し
て
、
自
分
の
健
出
版

1

セ

輯

曲

査

6

自

由

党

印

印

的

自

日

間

一

一

一

桂

韓

判

〈

蹴

}

月

一

毎

月

1
コ
ー
ス
実
施
。
一
一
〉
子
宮
が
ん
に
つ
い
て
一
事
確
か
め
て
い
る
。

午
保
融
階
)
醐
四
時
間
日
時
間

m
m
矧
日
開
閉
…

i
臼
呂
語
状
況
誘
査
と
一
医
一
・

2
月
5
白
書
公
民
館
一
湾
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康
課

付
場
子
を
も
科
か
月
月
月
曜
月
月
月
識
月
月
斤
一
学
的
検
査
(
心
電
図
、
血
糖
、
コ
一
(
議
絹
川
口
靖
通
窪
姉
)
一
(
内
線
二
五
九
)
へ
。

空
会
母
具
シ
窓

3
2
2
2
1
2
2
2
3
2
2
2
一

一

一

覇

輯

臨

骨

E
-
-
-
{
-
-
-
I
-
-
-
一
レ
ス
一
ア
ロ
ー
ル
、
中
一
性
脂
肪
、
貧
一
{
〉
腰
痛
予
防
教
室
一

一
?
孤
立
、
尿
検
査
な
ど
)
一

i
汚

管

室

長

一

が

ん

の

襲

撃

-

由
業
た
載

T

L

u

一・

2
日
自
体
力
測
定
お
よ
長
一
(
講
師
事
量
医
師
)
一
六
十
語
月
以
降
に
一
度
も
一

ん

職

れ

掲

劃

一

弘

子

)
z
j
a
i
l
j
i
l
l
i
i
d一
-
A習
室
公
民
館
一
受
診
さ
れ
て
い
な
与
を
対
象
一

と
ま
に

5

1壮
一
一
機

1

一
一
(
講
師
体
重
量
き
一
に
、
が
ん
集
襲
訟
を
行
う
。
一
マ
問
い
合
わ
せ
わ
健
康
議
(
内
一

ご

応

報

を

冊

一

な

ら

で

陣

~

(

一

一

棚

田

仙

一

7

2

5

日

神

田

公

民

館

一

マ

対

象

・

料

金

一

線

一

一

平

一

九

)

一

マ

i
タ

の

い

ろ

い

ろ

足
立
誌
記
長
一
一

3
1一
一
語
初
日
銀
一
日
弘
元
信
一
負
担
金
の
変
更
一
地
法
サ

Z
L
Z
Z許
諾

一

一

ニ

ニ

ヱ

議

員

言

章

一

f歳
以
上
島
人
(
雪
一
昭
和
六
十
一
一
年
一
月
…

2
一

一

夜

間

関

M

-
齢
捧
明
掲

31

や
の
{

2

(

国

一

一

岱

烈

(

品

町

一

一

マ

中

年

か

ら

の

歯

m
y長
患
一
円
)
、
乳
が
ん
検
診
お
歳
以
上
一
ら
、
老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ
一
鑓
/
念
松
戸
鞠

提

訴

配

〉

均

一

護

官

官

喜

一

一

勧

閥

的

一

一

-
A
E
八

幡

公

民

館

一

の

婦

人

(

六

百

丹

)

一

り

、

老

人

医

療

の

一

費

量

が

一

課

俳

誌

に
親
末
に
写
た
市
一
な
よ
・
輔
・

2
一

一

俊

併

併

一

一

言

平

雪

崩

歯

科

譲

二

マ

会

場

保

健

セ

ン

タ

i

一
次
の
よ
う
に
喜
っ
た
一
製
品
安
全
雲
の
マ
ー
ク
で
、

r
f宮
崎

一

:

一

仁

十

十

iト
し
一
躍
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
喜
一
寸
実
施
時
一
奴

2

5
日
、
百
一
外
来
毎
月
当
初
八
百
円
ま
で
…
建
材
質
な
ど
安
全
性
の
確
保

君

主

弘

ラ

札

M

J
…

l
i
l
i
-
-
J
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
l
一

e入
院
一
日
四
百
円
一
に
必
要
な
厳
し
い
基
準
に
合

2

宮
生
対
消
に
同
国
ド
ヴ
出
方
に
一
消
費
生
活
ず
で
一
一
一
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
同
地
域
づ
く
一
り
課
市
民
栂
談
夜
〈
内
轡
一
九
一
二
)
一
た
だ
し
、

λ
殺
の
場
ム
円
市
民
一
認
定
さ
れ
る
c

現
在
、
乳
母
車
、

女

川

畑

刊

号

叫

仲

間

同

一

fete-
の
募
集
を
一
員
室
生
活
保
(
譲
二
六
一
一
一
)
一
一
議
ら
し
の
譲
渡
欄
聞
く
一
税
義
税
被
害
騰
す
る
老
重
一
缶
切
り
、
一
一
段
ベ
ッ
ド
、
ふ
た
な

ま

さ

(

ち

路

町

に

{

の

の

一

一

一

一

社

年

金

受

給

者

の

方

は

、

従

来

ど

一

ど

に

つ

い

て

い

る

。

く

名

だ

日

お

め

の

開

み

一

養

蔵

一

一

登

記

a

法

務

湘

談

を

一

一

一

く

拍

た

汚

洩

…

悩

タ

栄

安

一

市

で

は

、

昭

和

ム

ノ

十

一

一

年

時

四

戸

消

一

一

」

高

齢

化

社

会

を

牛

ぎ

る

d

を
一
お
り
、
一
日
三
百
円
。
一
こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
製
品
の
欠

〉

昌

弘

明

一

切

甘

ま

妄

語

モ

ニ

タ

ー

を

霊

Z。
一
皇
制
度
第
付
高
年
記
念
行
一
一
ア
!
?
と
し
丈
こ
れ
か
ら
の
考
一
詳
し
く
は
、
長
義
(
率
一
陥
に
よ
っ
て
事
故
が
撃
た
と
き

集
布
、
掲
一
背
樺
心
亡
亨
応
募
資
格
害
内
在
住
の
鈎
一
事
の
一
環
と
し
て
、
横
浜
地
方
法
一
議
題
を
考
え
る
く
ら
し
の
講
座
一
一
一
五
十
ハ
)
へ
。
一
は
、
損
害
賠
害
支
払
わ
れ
る
。

期

延

子

明

一

子

二

判

明

石

以

上

の

女

性

安

否

議

、

研

修

一

務

局

毒

に

よ

る

「

童

、

法

務

一

が

問

問

か

れ

る

。

〈

先

義

人

〉

一

f
V
3
2蜘
一

語

舗

醐

同

一

言

語

で

芝

方

寝

室

一

総

事

談

所

」

が

開

設

さ

れ

る

0
7
5稜
2
月
5
臼
玉
、
お

醐
醐
醐
ち
一
売
に
関
係
の
な
い
方
③
間
同
年
度
一
ご
利
用
を
。
一
日
(
汚
)
、
幻
自
(
金
)

一
に
問
、
集
の
隠
一
目
的
の
モ
ニ
タ
一
マ
臼
時

2
R
4
日
(
水
)
午
前
一
マ
会
場
平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ

一
ー
に
悠
領
さ
れ
て
い
な
い
方
一
山
時
1
午
後
3
将

一

1
(穐
緩
一
ア
パ
ー
ト
7
踏
)

一
マ
申
し
込
み
期
間

2
月
2
5
一
マ
会
場
市
復
附
市
民
相
談
室
一
門
v
申
し
込
み
平
塚
消
費
生
活
セ

(月
)
1
3月
7
日
(
土
)
一
マ
問
問
い
合
わ
せ
允
布
地
域
づ
く
(
霞
諮
問
以
!
白
O
九
回
)

新しくお父さん、お母さんになる

方のために、両親教室を開く。ご夫

婦おそろいで、ぜひと書加を。

瞳対象旺据8か月以時の初妊婦と

夫

韓日時 1月31日午前 9時30分~

11H寺30づヨト

調合場蝿韓センター (34-031日

盟内容映画「生命創造」、実習

「赤ちゃんのお風呂の入れ方j

盟申し込み 電話で楳擢センターへ

ヱ@

ツ

加
歳
か
ら
狩
歳
の
方
を
対
象

類
が
い
市
内
出
血

頭
筆
(
が
い
)
内
出
血

は
、
紛
の
中
や
脳
を
お
お
っ

て
い
る
く
も
族
等
に
出
血
が

生
じ
て
回
り
の
神
経
総
織
を

圧
迫
し
、
障
害
を
超
γ

」
す
病

気
で
、
主
な
も
の
に
脳
出
血

や
まz平塚市日向間 1'-，~1l~27 日立
製作所へお勤めのさま博樹さん

(37揖)と紀子さん (33歳〉の長

男。身長72cm 体重9.5岡、日年

3月26日生まれL。

活発な裕之ちゃんは、伝え歩き

そ始めたので自が離せなし、。ただ

盛子姉ちゃん(3歳〉がいるのです

しあまえん坊。パパ目男由子が生

まれたので喜んでくれたが、ギッ

クリ腰になってしまったので、だ

っこしてもらえないのが曙念。

消費生活モニター30人による12月の平均観喜

日関盟磁安穣]対象は生後6か月-24

か月未満の幼児。原則として開業医

楕院で受ける。主治医とご相識を。

61年度は、第 l期のみ揖種。保組

誌と母子韓鹿手帳を持書すること。

-料金無料

[韓誼搬輔]対象は 2龍 (24か月)

-4龍までの幼児。
輔第 1期(3回〉 接種間隔は 2sヨ
3函とも 3週間-....-8 ~車問
融措 2期 u回〉 第工期の 3回目
が終わってから Z年以上 1年 6か

月以内に受ける。なるべく 4麗ま

でに終了するように。

1月28日 中原公民館、金目公民館
芦夜間崎公民舘

1月298 神田公民館、※金田公民

露、 減措島公民館

1月間日保瞳センター

輔対車 61年 7月 1日-9月30臼生

まれの子供のお母さん

盤日時 2月13日 午前回時-11時
30分

。
不
用
品
登
輝
情
報
は

市
役
所
地
境
づ
く
り
課
市
民
生
藷

探
(
肉
親
二
四
四
)
へ
。

守
譲
り
ま
す
加
湿
器
、
冷
蔵
産
、

ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
、

8
ミ
リ
揖
欝
棟
、
ス

キ
1
靴
(
女
性
用
)
、
ソ
フ
ァ
ー
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
和
文
タ
イ
プ

の
活
字

マ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
男
児
衣
輯

(
1
3
7
麓
)
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
、
四
一
つ
自
転
束
、
小
学

生
用
自
転
車
(
器
学
年
男
児
用
)
、

歩
行
器

と
共
に
意
識
障
害
や
予
定
の

ま
ひ
が
現
れ
る
。
そ
の
発
病

は
、
夜
間
よ
り
臼
中
に
、
夏

制
限
よ
り
冬
に
多
く
、
カ
仕
事
を

し
て
い
る
時
、
興
奮
し
て
い

る
時
に
起
こ
り
ゃ
す
い
と
さ

れ
、
今
が
晶
子
U
危
換
な
シ
ー

ズ
ン
で
あ
る
。

く
も
藤
下
出
血
は
、
脳
を

お
お
っ
て
い
る
く
も
撲
に
出

向
叫
が
起
こ
る
も
の
で
、
日
山
i

m歳
代
に
多
い
、
症
状
は
、

激
し
い
頭
痛
、
吐
き
気
、
お

う
肢
と
共
に
、
頚
部
検
護
と

い
っ
て
一
言
が
硬
く
な
立
一
別
に

曲
が
ら
な
く
な
る
。
重
{
粧
の

場
合
、
意
識
障
害
を
伴
う
こ

と
も
あ
る
。

しょう油 I1 'iXノてック

AT17と|剖m4潤入
臨肉|肩100g

鶏 卵 IMlO閣入
まあじ j 丸 100g

じゃがいも 1kg

みそ 1kg

食パ

マーガリ

散
歩
に
は朝夕の丈の散歩は、犬の鰭L康のために必

要なことだが町 rnるのは七たのふんH を放
露呈すること。衛生土良くないことはもちろ

んのこと、他人にたいへん迷惑になる。

勺えのふん、は、飼い主の実イ壬において土

に理めるなと始末しよう。道路担溝には人

れないように。

イ主民異動届は、選挙、就宇、鹿民年金、型民姐麗楳

陣、予間接輔、印鑑証明などりもとになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず14日以内に届け出を

してくだ主いG

届け出に位、その方の氏名、イ主j折、異動した年月

臼、提前の住所等がわかるようにし、本人または世帯

主等が届け出ることになっていますロ

うその届け出そしたり、正当の理由がなく届け出を

おこたった場合は過料が科せられる場合があります。

減担当 市民課市民異動部(電話23-1111内鵠234)

1 



(8) 自翠和62王手守舟守主五日

マ
勤
務
場
所
八
幡
公
民
館

マ
手
当
月
額
二
万
五
千
六
百
円

マ
管
理
人
室
主
筆
家
建
て

(
6

壁、

4
畳
半
、
合
所
、
風
呂
場
)

マ
入
国
泊
予
定

2
月
中
旬

円

v
応
募
資
格
市
内
会
性
心
満
剖
韓

以
下
の
女
子
で
、
配
偶
者
と
住
み
込

み
可
能
な
一
万

申
し
込
み
は
、

1
月
訂
日
ま
で
に

履
援
害
(
写
真
添
付
)
を
市
付
金
教

脊
課
朴
ム
沼
教
育
慌
へ
。

百

夏

休

み

に

、

ひ

f
ら
つ
か
天
城
山
荘

を
利
用
し
た
い
と
患
っ
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
の
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
四
回
泉
が
出
た
そ
う
で

す
の
で
楽
し
め
る
施
設
を
巡
っ

て
ほ
し
い
と
患
い
ま
す
。

検
出
円
丸
山
懇
妥
v

重
常
は
、
六
か

お
答
え

月
前
の
一
白
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
夏
休

み
期
間
中
の
利
剖
希
望
著
に
限

り
、
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
謡
番
号
、
人

数
、
宿
泊
目
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

利
用
金
有
無
を
記
入
し
、
次
の

と
こ
ろ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
希
望
者
の
多
い
臼

は
拍
せ
ん
と
な
り
ま
す
。

訂
日
(
金
)
の
蒔
週
火
・
金
曜
日

・
午
前
日
時
1
日
時
却
分

・
午
後

1
時
却
分
3
3
時

マ
会
場
福
祉
会
館

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
(
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日
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講
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滋
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仕
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日
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叫
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